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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】量産効果が高く、又結束時に締め付け具合を調
整できる結束バンドを提供する。
【解決手段】バンド体２及び定位部６を備える。前記バ
ンド体２の一方側端には嵌合体３を設け、バンド体２の
もう一方側の上表面２１上には相互に隣接し嵌合体３に
嵌合する複数の係止歯４を配置する。並びにバンド体２
の嵌合体３と複数の係止歯４間には定位孔５を開け、定
位部６は定位孔５に嵌挿し固着してバンド体２を物件上
にしっかり固定する。これにより本発明は大量生産、コ
ストの大幅削減を実現し、締め付け具合を調整可能状態
で物件上に固定する。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　結束バンドは、
一方側端に嵌合体を設け、もう一方側の上表面に相互に隣接し嵌合体に嵌合する複数の係
止歯を配置し、嵌合体と複数の係止歯間に定位孔を開けるバンド体と、
定位孔に嵌挿し固着してバンド体を物件上にしっかり固定する為の定位部とを備えること
を特徴とする結束バンド。
【請求項２】
　請求項１記載の結束バンドにおいて、前記定位部は嵌合固定ピンであり、物件には嵌合
孔を設け、前記嵌合固定ピンは、複数の弾性挟持アームにより構成され、しかも嵌合孔に
対応する嵌合ヘッド及び定位孔と嵌合する嵌止リングを備えることを特徴とする結束バン
ド。
【請求項３】
　請求項１記載の結束バンドにおいて、前記定位部は嵌合固定ボルトであり、物件には嵌
合孔を設け、前記嵌合固定ボルトは、ボルト柱及びボルト被嵌部を備え、前記ボルト被嵌
部は複数の弾性突出アームにより構成され、しかも嵌合孔に対応する嵌合固定ヘッド、ボ
ルト柱に対応する中央貫通孔、定位孔と嵌合するストッパーリングを備えることを特徴と
する結束バンド。
【請求項４】
　請求項１記載の結束バンドにおいて、前記定位部は接合体であり、その上表面には嵌合
孔に対応する嵌合固定柱を突設、前記接合体の下表面には物件に接合する粘着層を粘着す
ることを特徴とする結束バンド。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は結束バンドに関するものであり、特に回路基板等の物件上にしっかり固定し結
束、調整が可能な結束バンドに係る。
【背景技術】
【０００２】
　結束バンドの発明は結束、調整等の関連作業を大きく変化させた。結束バンドは要望に
応じて徐々に多元的及び多機能化方向に絶えず発展を続け、結束を提供する他、結束のき
つさを調節して物件上に固定する等の図１のような多機能結束バンドが既に各産業に普遍
的に運用されている。
【０００３】
　図１に示す通り、公知の結束バンド１には、結束バンドを物件上に固定する為の固定ピ
ン１１を備える。この種の公知の結束バンド１は結束、調整の機能の他、固定ピン１１を
挿入孔（未図示）内に挿入して固定でき、この結束バンドは車両、機械台設備、電子設備
等への応用によく使われている。しかしながら、この公知の結束バンド１の製造は通常、
射出成形の一体成形であり、金型上の制限により一回の射出成形には四つの結束バンドの
金型穴しか開けられず、つまり一回の射出には同時に四本の結束バンドしか製造できない
故、コスト高でしかも生産効率も低い。
【０００４】
　また、公知の結束バンドは一体成形により作製されており、固定ピン１１のヘッド部１
１１と結束バンド全体は一体連結されている。よって、固定ピン１１を挿入孔（未図示）
内に挿入し結束バンドを回転させて結束角度を調整する時、挿入孔の内壁がフラットでな
いまたは孔内に異物がある等が原因でヘッド部１１１を損傷し固定機能を大幅に影響を与
えることもある。
【０００５】
　同様に一体成形である故、射出成形後も別の工程が必要である。即ち、ピン柱１１２を
ヘッド部１１１内で自由に活動させられるようにする為に人工方式によってピン柱１１２
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と結束バンド間の連結箇所を壊す工程である。このステップは力を使うばかりでなく人件
コストも高く、人工操作によって不注意にピン柱１１２を折ってしまったりして紛失する
こともよくある。またこの種の公知の結束バンド１は挿入孔のある物件にのみ応用でき、
挿入孔の大きさもまたヘッド部１１１に制限され挿入孔のない平面物件には使用すること
はできないという欠点がある。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
　本考案の結束バンドはバンド体及び定位部を備える。前記バンド体の一方側端には嵌合
体を設け、バンド体もう一方側の上表面上には相互に隣接し嵌合体に嵌合する複数の係止
歯を配置する。並びにバンド体の嵌合体と複数の係止歯間には定位孔を開け、定位部は定
位孔に嵌挿固定させることによりバンド体を物件上にしっかり固定する。これにより本考
案は大量生産、コストの大幅削減を実現し、締め付け具合を調整して物件上に固定するこ
とが可能となる。
【０００７】
　本考案の定位部は嵌合固定ピンとし、物件には嵌合孔を備える。嵌合固定ピンは複数の
弾性挟持アームにより構成され、嵌合孔に対応する嵌合ヘッド及び定位孔と嵌合する嵌止
リングを備える。よって、本考案の嵌合固定ピンの突設した嵌止リングは主にバンド体を
嵌止リングと嵌合ヘッド間に嵌止する為のものであり、嵌合固定ピンの嵌合ヘッドを物件
の嵌合孔に挿設、更に突出した弾性挟持アームを嵌合孔下部エッジ即ち物件の下表面に嵌
合固定することによりバンド体を物件上にしっかり固定する。
【０００８】
　また、本考案の定位部は嵌合固定ボルトとすることも可能であり、物件には同様に嵌合
孔を設け、嵌合固定ボルトはボルト柱及びボルト被嵌部を備える。前記ボルト被嵌部は複
数の弾性突出アームにより構成され嵌合孔に対応する嵌合固定ヘッド、ボルト柱に対応す
る中央貫通孔、定位孔と嵌合するストッパーリングを備える。これによりボルト被嵌部の
嵌合固定ヘッドはバンド体の定位孔を貫通し物件の嵌合孔に挿設、物件の下表面に突出す
ることによりバンド体を物件上に固定する。ストッパーリングは嵌合固定ヘッドがバンド
体を貫通する時、バンド体を止めて脱落しないようにするものである。ボルト柱は更にボ
ルト被嵌部の中央貫通孔を貫通して複数の弾性突出アームを圧して開き物件の下表面をし
っかり嵌合固定する。よってボルト柱が弾性突出アームを押圧し物件の下表面に嵌合固定
することにより、異なる大きさの孔径を持つ物件上に運用することが可能となる。
【０００９】
　また、本考案の定位部は接合体とすることも可能であり、その上表面に突設、嵌合孔に
対応する嵌合固定柱は、バンド体の定位孔内に嵌挿し固定させるものである。接合体の下
表面には物件に接合する粘着層を粘着し、前記接合体は粘着層によって物件上に粘着され
る。これにより本考案の接合体は定位孔のない物件上に使用し、接合体は一面だけで接合
することが可能となる。しかも接合体の材質は可撓性であり、これにより円弧面、湾曲面
、その他非平面等への接合が可能となる。また接合体は、矩形、円形、幾何学形状の多角
形、その他実際の要望に応じた形状設計が可能である。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　請求項１の考案における結束バンドは、一方側端に嵌合体を設け、もう一方側の上表面
に相互に隣接し嵌合体に嵌合する複数の係止歯を配置し、嵌合体と複数の係止歯間に定位
孔を開けるバンド体と、
定位孔に嵌挿し固着してバンド体を物件上にしっかり固定する為の定位部とを備えること
を特徴とする結束バンドとしている。
　請求項２の考案は、請求項１記載の結束バンドにおいて、前記定位部は嵌合固定ピンで
あり、物件には嵌合孔を設け、前記嵌合固定ピンは、複数の弾性挟持アームにより構成さ
れ、しかも嵌合孔に対応する嵌合ヘッド及び定位孔と嵌合する嵌止リングを備えることを
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特徴とする結束バンドとしている。
　請求項３の考案は、請求項１記載の結束バンドにおいて、前記定位部は嵌合固定ボルト
であり、物件には嵌合孔を設け、前記嵌合固定ボルトは、ボルト柱及びボルト被嵌部を備
え、前記ボルト被嵌部は複数の弾性突出アームにより構成され、しかも嵌合孔に対応する
嵌合固定ヘッド、ボルト柱に対応する中央貫通孔、定位孔と嵌合するストッパーリングを
備えることを特徴とする結束バンドとしている。
　請求項４の考案は、請求項１記載の結束バンドにおいて、前記定位部は接合体であり、
その上表面には嵌合孔に対応する嵌合固定柱を突設、前記接合体の下表面には物件に接合
する粘着層を粘着することを特徴とする結束バンドとしている。
【考案の効果】
【００１１】
　本考案の結束バンドは、大量生産、コストの大幅削減を実現し、締め付け具合を調整し
て物件上に固定することを特徴とする。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図２は本考案結束バンドの第一実施例の分解図を示す。図中の示したバンド体２の一方
側端に嵌合体３を設け、嵌合体３上に嵌合片３１を突設する。バンド体２の別一方側の上
表面２１上に相互に隣接し嵌合体３に嵌合する複数の係止歯４を設ける。対応する嵌合片
３１と係止歯４を嵌合または離脱させることによりバンド体２の結束をきつくしたり緩め
たりする。前記バンド体２の嵌合体３と複数の係止歯４間には定位孔５を設ける。
【００１３】
　同時に参照する図２及び図３において、図３は本考案の第一実施例の結束バンドを物件
上にしっかり固定した断面図である。図中の定位部６を定位孔５に貫通させて固定し、バ
ンド体２を物件７上にしっかり固定するものである。また、第一実施例の定位部６は嵌合
固定ピン６１であり、物件７は回路基板（ＰＣＢ回路板）であり、それには嵌合定位させ
る為の嵌合孔７１を備える。嵌合固定ピン６１は四つのく形の弾性挟持アーム６１３によ
り構成され、嵌合孔７１に対応する嵌合ヘッド６１１と定位孔５に嵌合する嵌止リング６
１２を備える。
【００１４】
　前記嵌合固定ピン６１は嵌合ヘッド６１１より離れて対応する末端６１４をバンド体２
の定位孔５に挿入し、嵌合固定ピン６１中段エッジに突設した嵌止リング６１２を通過さ
せる。嵌止リング６１２はバンド体２を嵌止リング６１２と嵌合ヘッド６１１の間に嵌止
させる為のものであり、これによりバンド体２は嵌合固定ピン６１から離脱することがな
くなる。また、嵌合ヘッド６１１は物件７の嵌合孔７１に挿入すると物件７の下表面７２
外側に突出し、並びにバンド体２を物件上に固定する為に、挿入後の嵌合ヘッド６１１は
、弾性挟持アーム６１３の弾力を受けて嵌合孔７１下部エッジ即ち下表面７２上をしっか
り押圧して止まった状態で支持する。本実施例の組立てステップは前述に制限されること
なく、そのステップの順序は実際の要望に応じて任意に変更できるものとする。
【００１５】
　参照する図４のＡ及びＢにおいて、図４のＡは本考案の第二実施例の定位部６の分解図
であり、図４のＢは本考案の第二実施例に関する定位部６の組立て後の状態図である。第
二実施例中の定位部６は嵌合固定ボルト６２であり、物件７は同様に嵌合孔７１を備える
。図に示す嵌合固定ボルト６２にはボルト柱６２１及びボルト被嵌部６２２を備える。前
記ボルト柱６２１の一端には人員の操作に便利なように突出ヘッド６２３を突設する。前
記ボルト被嵌部６２２は、四つの弾性突出アーム６２４により構成され嵌合孔７１に対応
する嵌合固定ヘッド６２６、ボルト柱６２１に対応する中央貫通孔６２５、及び定位孔５
と嵌合するストッパーリング６２７を備える。
【００１６】
　共に参照する図５には本考案の第二実施例に関する結束バンドを物件上にしっかり固定
した状態の断面図を示す。前記ボルト被嵌部６２２はバンド体２の定位孔５を貫通し物件
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７の嵌合孔７１内に挿設する。また前記ボルト被嵌部６２２の上端に突設するストッパー
リング６２７は、嵌合固定ヘッド６２６がバンド体２を貫通する時バンド体２を止めて上
端から脱落しないようにする為のものである。続いてボルト柱６２１は、更にボルト被嵌
部６２２の中央貫通孔６２５内に貫通して、弾性突出アーム６２４を開いて物件７の嵌合
孔７１下部エッジ即ち下表面７２上に嵌合固着するものである。よってバンド体２は物件
７上にしっかり固定される。また、本考案の第二実施例における一つの長所は、弾性突出
アーム６２４が開かれる幅によって異なる孔径の大きさの物件上に自由に応用することが
できる点にある。但し本実施例の組合せステップは前述に制限されるものではなく、その
ステップの順序は実際の要求に従い何れかにも変化可能である。
【００１７】
　同時に参照する図６及び図７において、図６は本考案の第三実施例に関する定位部の立
体図、図７は本考案の第三実施例に関する結束バンドを物件上にしっかり固定した状態の
断面図を示す。本考案の第三実施例において定位部６は接合体６３を指す。前記接合体６
３の上表面６３１にはバンド体２の定位孔５に対応する嵌合固定柱６３２を突設、嵌合固
定柱６３２の上端には嵌合固定部６３５を突設する。前記嵌合固定柱６３２をバンド体２
の定位孔５に貫通した後、嵌合固定部６３５は丁度突出してバンド体２の表面に固定され
る故、接合体６３はバンド体２と離脱し難くなる。また、接合体６３の下表面６３３は物
件８と接合する粘着層６３４を粘着し、接合体６３は粘着層６３４を物件８上に粘着固定
する。本実施例の接合体６３は矩形であるが、矩形、円形、または幾何学形状の多角形と
するも可能である。また前記接合体６３は可撓性材質である為、異なる物件８表面に応用
することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】公知の結束バンドの構造立体図である。
【図２】本考案の結束バンドに関する第一実施例の分解図である。
【図３】本考案の第一実施例に関する結束バンドを物件上にしっかり固定した状態の断面
図である。
【図４】図４のＡは本考案の第二実施例に関する定位部の分解図である。図４のＢは本考
案の第二実施例に関する定位部の組立て後の状態図である。
【図５】本考案の第二実施例に関する結束バンドを物件上にしっかり固定した状態の断面
図である。
【図６】本考案の第三実施例に関する定位部の立体図である。
【図７】本考案の第三実施例に関する結束バンドを物件上にしっかり固定した状態の断面
図である。
【符号の説明】
【００１９】
１　公知の結束バンド
１１　固定ピン
１１１　ヘッド部
１１２　ピン柱
２　バンド体
２１　上表面
３　嵌合体
３１　嵌合片
４　係止歯
５　定位孔
６　定位部
６１　嵌合固定ピン
６１１　嵌合ヘッド
６１２　嵌止リング
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６１３　弾性挟持アーム
６１４　末端
６２　嵌合固定ボルト
６２１　ボルト柱
６２２　ボルト被嵌部
６２３　突出ヘッド
６２４　弾性突出アーム
６２５　中央貫通孔
６２６　嵌合固定ヘッド
６２７　ストッパーリング
６３　接合体
６３１　上表面
６３２　嵌合固定柱
６３３　下表面
６３４　粘着層
６３５　嵌合固定部
７　物件
７１　嵌合孔
７２　下表面
８　物件

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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